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• 牛白血病にはこれまで有効なワクチンや治療法がなく、新たな制御法の開発が急務。
• 牛白血病の進行には、体内で分泌される生理活性物質（プロスタグランジンE2 )によって誘導される
タンパク質(PD-L1)などが、免疫細胞の働きを抑えることに深く関与することを解明。

• これら生理活性物質やタンパク質の動きを阻害する薬を併用することで免疫細胞が活性化し、主な
感染源であるハイリスク牛に対しても抗ウイルス効果を発揮することを確認。

牛の慢性感染症では免疫抑制が発生し期待されたワクチン効果を発揮しないこ
とが多いため、本技術により牛をはじめとする家畜の慢性感染症の新規制御法
への応用に期待。

導入により期待される効果

牛白血病の新たな制御方法、抗ウイルス効果の確認に成功
－牛の難治性疾病に対する応用に期待－
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